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自己紹介

一般チーム「まちがいさがし。」

ななみ：
テスコン初挑戦です。
趣味は宝塚。

わたぬき：
趣味特技はサイゼリヤ

ゴマトッツォ：
テストスイーツ

ひらお：
毎日最後のチャンス。
普通の開発者。

ミジンコおじさん：
ラストチャンスな阪神タイ
ガース好きのおじさん。



チーム全体のコンセプト

● 「学びながら解釈して作り上げる」
○ テストプロセスとは何か？を学ぶ

○ 普段、手を動かして作っているテストケースが一番定義しやすい成果物だったので、行き詰ったら

テストケースを作っていた

● トップダウン（設計→実装）、ボトムアップ（実装→設計）の過程を繰り返し、わかると

ころから必要な成果物を逆算して作っていく
○ 異なる場所で働く人が集まったチームなので、理解度や用語をメンバー間で統一



テスコンU-30参加の動機

● テスト設計コンテストを通して、学ぶ！
○ 「テストプロセス全体を学ぶ」

■ 各成果物で必要なものを学ぶ

● 技術（PFD、ユーザーストーリー、各種テスト技法）

● 成果物

● 概念（テストコンテナ、テストアーキテクチャ）

● etc...
○ 「チームメンバーを通じて、普段の仕事では起こりえない考え方ややり方を学ぶ」

■ 様々なバックグラウンドを持つ一般チームならでは！！



テスト開発プロセス及び
成果物の全体像



PFD
● テストプロセスと各種成

果物の関連性を示した



成果物定義書

● 各成果物に対して、成果物の定義、成果物を作った意図、成果物の構成と簡単

な内容を記載

● PFDだけではわかりづらい成果物の役割を補足



テスト要求分析



テスト要求分析

● 3つの成果物を作成した
○ テスト観点図

○ ユーザーストーリー

○ ユーザーストーリーと要求仕様書の対応表



テスト観点図

● 要求仕様書、要求補足書そ

れぞれをインプットとしたマイ

ンドマップを作成した

● 例として要求仕様書ベースの

テスト観点の温度制御行為

に着目する
○ テスト観点についてまとめる

○ 最終的な葉の部分はテスト値

として用いることができるような

テスト観点に落とす



ユーザーストーリー

● テスト対象の価値を整理し、なぜ製品を作るのかを整理するため作成した
○ 製品の利用者に対して優先順位を定義し、理由付けを行った

○ 優先順位をベースに機能を整理し、関連する要求をまとめた

○ 受け入れ条件としても活用を考えていた

■ 今回は反映できなかった



ユーザーストーリー



ユーザーストーリー



ユーザーストーリーと要求仕様書の対応表

● ユーザーストーリーと

要求仕様の関連性を

整理する
○ 列：操作要求仕様、温

度制御行為から得られ

る要求仕様

○ 行：ユーザーストーリー

● テスト実行順序を整理

する際に用いたい



テストアーキテクチャ設計



テストアーキテクチャ設計

● 4つの成果物を作った
○ テストアーキテクチャ仕様書

○ テストケースの目的一覧

○ 要求番号とテストケースの目的番号との対応表

○ テスト技法適用書



テストアーキテクチャ仕様書

● 本チームのシステムテストの目的は、要求補足書に記載のある下記を満たすことを

目的としている
○ テストベースと、ソフトウェアのふるまいの合致性を検証する

○ ソフトウェアの欠陥に起因する、人体への危害のリスクが、想定用途の範囲内で許容できる水準で

あることを確認する



テストアーキテクチャ仕様書

● テストベースから要求仕様書ベースのテ

スト、要求補足書ベースのテストを大きな

区分のテストコンテナとし、各章での内容

を整理しテストコンテナとして整理する



テストアーキテクチャ仕様書

● 要求仕様書ベースでの整理では、次をソフトウェアテストチームのスコープから外し

ている
○ 第1章（ハードウェア構成とハードウェア要求仕様）はハードウェアテストチームのスコープとして外

す

○ 第4章（温度制御形式）、第 5章（エラー検知）は総合テストチームのスコープとして外す

● 安全性の担保のため、要求補足書ベースのテストを定義
○ ハザード確認テスト（想定用途の範囲で「やけど」「感電」「火災」「誤認」に繋がらないこと）

○ 連続稼働時のふるまい確認テスト

● 要求仕様書ベースのテストでは、ユーザーストーリーと要求仕様の対応表からチー

ムが重要と判断したものからテストを実施する
○ ただしテストコンテナの実行順序を考慮したテスト実装は反映できなかった



テストケースの目的一覧

● テストケースの目的と、要求番号の紐づけを示す
○ ※テストケースの目的とは「１つの、あるいは複数のテストケースの意図を文章で示したもの」と定

義する

○ テストケースの目的ごとに、目的番号を定義

○ 目的とテストベースから得られた対応する要求番号を紐づける

○ テストベースからテストパラメーターを抽出

○ 技法の活用やカバレッジ基準があれば記載



要求番号とテストケースの目的番号との対応表

● 仕様書の要求番号

と、テストケース目的

番号を結びつけたも

の



テスト技法適用書（同値分割、CFD、デシジョンテーブル）



テスト技法適用書（状態遷移）



テスト詳細設計



テストケース仕様書

● テストケースの目的に対し、テスト技法を用いてテスト目的に沿った適切なテスト

ケースを作成した
○ 事前条件、事後条件、入力値、確認結果をセットにしている

● テストケースの目的に対応するテストケースを一覧化した
○ テストケースの目的の粒度を具体化し、テスト値を定義した

● 事前条件、事後条件がテストケースの目的によって増減するため、あえて横幅を統

一しないフォーマットにしている



TP-Spec-260-02
テストケース目的：給湯ボタンを押している間はポンプを作動し、給湯ボタンから手を離

すとポンプを停止することを確認する



TP-Spec-260-03
テストケース目的：給湯ボタンを押していても、pot-260−21の条件を満たす際には途中

でポンプを停止できることを確認する



テスト実装



テスト手順書

● 成果物3を基に、テストケースを整理
○ 成果物2で触れたハードウェアチームのテスト範囲のスコープ、総合テストチームのスコープとなっ

ているテストケースについては、理由を記載の上、グレーアウトし実行不要である旨を示している

● 下記は想定したものの、実装できなかった
○ テスト優先順位に応じたテストケース実行順序の効率化

○ あるテストケースの実行事後条件が、あるテストケース実行事前条件になるようなテストケースの

接続による、テストケース実行順序の効率化



補足資料

● 2つの資料を作成
○ テストベースへの改善フィードバック

■ 曖昧になっている仕様の指摘や改善提案

○ 用語集

■ テストチーム内で定義した言葉について説明したもの



まとめ

● トップダウン（設計→実装）、ボトムアップ（実装→設計）の過程を繰り返し、わかると

ころから必要な成果物を逆算して作り、全体としての成果物ができた

○ 「学びながら解釈して作り上げる」ことで、自分たちなりに解釈して、テストプロ

セスを学び、一連の成果物を作った

○ 一方で整合性が取れていない部分もあり、課題もたくさんあることがわかった

● 異なる場所で働く人が集まったチームなので、言葉の統一やコミュニケーションの

大変さはあったものの、多くを学ぶことができた



参加した感想

ななみ：
他社の方と一緒に成果物
を作っていくのは勉強に
なりました。

わたぬき：
PFDとかできて楽しかった。

ゴマトッツォ：
テストと
マリトッツォの拡大
解釈

ひらお：
本当にテストプロセス
を全部やるって
大変だ。

ミジンコおじさん：
組込システムの処理を考
えるいい機会だったのと、
テストを一から組み立て
る難しさを感じた


